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【研究の目的】 
 グローバル化の進展に従い、アジア市場はますます経済的繁栄の中心となってきている。しかしなが
ら、その法文化の多様性により、取引社会・識者・実務家の多くは、取引費用の増加をもたらし、市場
経済の発展を阻害しうるとの危惧を表している。そこで、本研究は、アジアにおける法文化の多様性を
理解し、さらに商取引における法の支配の確立のために、ありうべき法統一をどのように考えるかにつ
いて検討を進めることとする。 
 
【研究活動及び成果】 
 コロナ禍によって、訴訟手続やADRにおいてデジタル化･オンライン化が進んでいる現状に鑑み、各国
の実情をサーベイしている。その成果を踏まえて、日本比較法研究所基金の助成を受けて、国際的紛争
解決における新たな潮流と比較法的課題に取り組む予定である。 
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